
横浜・人・まち・デザイン賞 まちなみ景観部門の概要について 

 

本市では地域の個性を生かした魅力あるまちづくりを推進する目的で、昭和60 年から「横浜まちなみ景観賞」 

を実施しています。平成11 年度からは「横浜まちづくり功労者賞」とあわせて「横浜・人・まち・デザイン賞」 

と改称し、両部門の根拠となる条例制定の検討に伴う休止期間を経て、令和元年度までに計９回実施していま 

す。 

「横浜・人・まち・デザイン賞」は隔年で行われており、魅力あるまちづくりへの貢献が認められる活動を対 

象とした「地域まちづくり部門」と都市景観の創造や保全に寄与したまちなみを構成する建築物等を対象とする 

「まちなみ景観部門」の２部門について実施しています。市民公募による候補の中から、「地域まちづくり部門」 

は横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会、「まちなみ景観部門」は横浜市都市美対策審議会表彰広報部会の 

選考に基づいて市長が表彰対象を決定しています。 

 

根拠条例 （横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例第17 条） 

市長は、魅力ある都市景観の創造に特に著しい功績のあったものに対し、表彰を行うことがで 

きる。 

顕彰対象 （横浜まちづくり顕彰事業実施要綱第２条第１号） 

○横浜市内において地域の個性を活かした魅力ある都市景観の形成に寄与している、まちなみ、 

建築物、工作物等で、おおむね10 年以内に新しく造られたもの、又は歴史的建造物等再生され 

たもの 

（横浜まちづくり顕彰事業実施細目第２条） 

○顕彰対象は、原則として民間のものとする。 

（ただし、横浜市又はその他の行政機関等が事業者である建築物、工作物等については、市民 

の評価が高いと認められる場合に顕彰することができる。） 

○次については顕彰対象から除外する。 

・過去において、横浜まちなみ景観賞、及び横浜・人・まち・デザイン賞まちなみ景観部門を 

受賞したもの 

・法令、例規等に違反しているもの 

・その他顕彰対象としてふさわしくないと認められるもの 

選考基準 （横浜まちづくり顕彰事業実施細目第３条） 

・地域の個性と魅力にあふれた新しい都市景観の創造に寄与しているもの 

・まちの活性化に寄与し、賑わいのある都市景観を形成しているもの 

・歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与し、又はそれらと調和を保っているもの 

・横浜らしさの演出に寄与しているもの 

・都市景観と環境や福祉への配慮などの先進的な取り組みが調和しているもの 

・その他、優れた都市景観の形成に寄与しているもの 

表彰対象 （横浜まちづくり顕彰事業実施細目第５条） 

表彰は、顕彰対象に関連した次に掲げるものに対して行う。ただし、法令、例規等に違反又は、 

表彰対象とふさわしくないと認められる物については、表彰対象としない。 

・まちなみ、建築物、工作物等の事業者、設計者、施工者等 

・その他顕彰対象に関連するもの 

資料１ 



第９回横浜・人・まち・デザイン賞の実施概要 

(1) 応募期間 

平成30年５月１日（火）～６月30日（土） 

(2) 応募状況 

地域まちづくり部門：32 通（選考対象 25 件） 

まちなみ景観部門：121 通（選考対象 89 件） 

(3) 表彰対象案件 

地域まちづくり部門：６件（主体である団体：６団体、活動を支援した個人または団体：８団体） 

まちなみ景観部門：７件（表彰対象団体：26団体） 

※表彰対象については「記者発表資料」参照 

(4) 表彰式 

令和元 年５月９日（横浜市長公舎） 

 

【参考】地域まちづくり部門の概要について 

根拠 

法令等 

（横浜市地域まちづくり推進条例第 15条） 

市長は、地域まちづくりに関して特に著しい功績のあったものに対し、表彰を行うことができる。 

顕彰 

対象 

（横浜市まちづくり顕彰事業実施要綱第２条第２号） 

○地域まちづくり部門の顕彰対象として応募または推薦することができるものは、横浜市内 において 横浜市地

域まちづくり推進条例第２条第１項第３号に規定する地域まちづくり で、概ね３年以上の取組実績 のあるも

の 

※地域まちづくり推進条例第２条第１項第３号 

地域まちづくり 安全で快適な魅力あるまちを実現するために行う市街地の整備又は保全その他の地域の環

境の維持又は保全の取組をいう。 

（横浜まちづくり顕彰事業実施細目第２条） 

○顕彰対象は、原則として民間のものとする。 

○次については顕彰対象から除外する。 

・過去において、横浜まちづくり功労者賞、及び横浜・人・まち・デザイン賞まちづくり活動部門又は地域

まちづくり部門を受賞したもの 

・法令、例規等に違反しているもの 

・その他顕彰対象としてふさわしくないと認められるもの 

選考 

基準 

（横浜まちづくり顕彰事業実施細目第３条） 

○地域まちづくり部門の選考基準は、次の各号によるものとする。 

・公共性（地域社会への貢献）が評価されるもの 

・積極性が評価されるもの 

・地域住民等の幅広い参加や他団体との連携が評価されるもの 

・今後の活動の継続性・発展性が評価されるもの 

・創意工夫が評価されるもの 

表彰 

対象 

（横浜まちづくり顕彰事業実施細目第５条） 

○表彰は、顕彰対象に関連した次に掲げるものに対して行う。ただし、法令、例規等に違反又は、表彰対象と

ふさわしくないと認められる物については、表彰対象としない。 

・横浜市地域まちづくり推進条例第２条第１項に規定する 地域まちづくり活動の主体である団体 及び 当該

活動を支援した個人または団体 



＜過去の横浜・人・まち・デザイン賞表彰式の様子＞ 

 

横浜・人・まち・デザイン賞は、魅力あるまちづくりをより広く進めていくことを目的として、

横浜市内での地域まちづくりに関して特に著しい功績のあった活動や、都市景観の創造や保全に寄

与したまちなみを構成する建築物等を表彰するものです。 

今回は地域まちづくり部門６件、まちなみ景観部門７件が選考されました。 

このたび選考された活動や建築物等を顕彰するため、次のとおり「第９回横浜・人・まち・デザ

イン賞表彰式」を開催します。

〔当日、取材いただける方は、事前に下記お問合せ先まで御連絡ください。〕 

お問合せ先 
〔地域まちづくり部門〕都市整備局地域まちづくり課担当課長 甲斐 泰夫 Tel 671-2665
〔まちなみ景観部門〕 都市整備局景観調整課長 鴇田 傑 Tel 671-2006

平 成 3 1 年 ４ 月 2 6 日 
都市整備局地域まちづくり課 
都 市 整 備 局 景 観 調 整 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

第９回横浜・人・まち・デザイン賞表彰式を開催します！ 

【別紙あり】 

 

１ 日時 

平成 31年５月９日（木）14時 30 分から 16時まで（13 時 45 分受付開始） 

２ 会場 

横浜市長公舎（横浜市西区老松町２番地） 

（京急「日ノ出町駅」徒歩約 10分、JR・市営地下鉄「桜木町駅」徒歩約 12分） 

３ 内容 

14時 30 分～ 開会、各部門の表彰対象紹介 

 15時頃～   表彰状授与 

（平原副市長から各受賞団体へ表彰状を授与します） 

第９回横浜・人・まち・デザイン賞表彰式 

▲ 受賞団体へ表彰状の授与▲ 記念撮影（まちなみ景観部門）

01152097
テキストボックス
資料１　別添



※別添の表彰対象を紹介するパンフレット（受賞活動・受賞景観集）は、５月20日（月）

から都市整備局地域まちづくり課及び各区役所広報相談係で配布する予定です。

 

地域まちづくり部門 表彰対象一覧 

表彰対象活動 受賞者 

鶴見区の国道１号線沿いにおける 

住民と事業者が協働し実現した緑のまちづくり 

【鶴見区】 

〔本賞〕鶴見「みどりのルート１」をつくる会 

市場西中町の歴史と地域のつながりを 

生かした防災まちづくり【鶴見区】 

〔本賞〕鶴見区市場西中町まちづくり協議会 

〔支援賞〕株式会社アーキテクト・アソシエイツ・ 

ヨコハマ

美晴台の道に愛称をつけ、まちを分かりやすく、 

明るく、楽しく、魅力的にする【港南区】 

〔本賞〕美晴台の道に愛称をつける会 

〔支援賞〕美晴台自治会 

〔支援賞〕美晴台助け合いグループ 

地域の魅力を生かした災害に強いまちづくり 

 ～寺前東町・寺前西町・金沢町地域の取組～ 

【金沢区】 

〔本賞〕寺前東町・寺前西町・金沢町まちづくり 

協議会 

奈良町地域における交流拠点づくり 

～どんな時もつながり合える街の家族～ 

【青葉区】 

〔本賞〕街の家族運営委員会 

〔支援賞〕特定非営利活動法人 横浜プランナーズ

ネットワーク 谷口 和豊

〔支援賞〕横浜市立大学 准教授 三輪 律江 

魅力あるまちを次世代に引き継ぐ 

緑いっぱいのまちづくり 

【栄区】 

〔本賞〕湘南桂台みどりの会 

〔支援賞〕株式会社農村・都市計画研究所 

〔支援賞〕石井造園株式会社 

〔支援賞〕大槁庭園株式会社 

【別 紙】 

【裏面あり】 

※支援賞は、活動の主体となる団体の取組を支援した個人、または団体を表彰するものです。

※敬称略

受賞活動・受賞景観集について 

01112074
線

01112074
線



まちなみ景観部門 表彰対象一覧 

表彰対象景観 受賞者 

Tinys Yokohama Hinodecho 

（タイニーズ横浜日ノ出町)

【中区日ノ出町】 

〔事業者〕京浜急行電鉄株式会社 

〔事業者〕YADOKARI 株式会社 

〔活用者〕横浜 SUP 倶楽部 

〔活用者〕水辺荘 

〔発案〕NPO法人黄金町エリアマネジメントセンター 

CASACO 

【西区東ケ丘】 

〔事業者〕NPO法人 Connection of the Children 

〔設計者〕tomito architecture 

〔施工者〕株式会社ルーヴィス 

〔施工者〕似て非 works 株式会社 

左近山みんなのにわ 

【旭区左近山】 

〔事業者〕左近山団地中央地区住宅管理組合 

〔コンサルタント〕株式会社都市環境研究所 

〔設計者〕株式会社スタジオ・ゲンクマガイ 

〔施工者（広場）〕一造園土木株式会社 

〔施工者（広場）〕株式会社やまひろ 

横浜北線及び岸谷生麦線高架下緑地 

～首都高高架下からキリンビール 

横浜工場へと続く緑豊かな散策路～ 

【鶴見区生麦】 

〔事業者〕キリンビール株式会社横浜工場 

〔設計・施工者〕内山緑地建設株式会社 

THE BAYS & 中区役所別館 

【中区日本大通】 

〔所有者〕横浜市 

〔設計者〕横浜市建築設計協同組合 

〔施工者（THE BAYS）〕株式会社小俣組 

〔施工者（中区役所別館）〕株式会社渡辺組 

〔活用事業者（THE BAYS）〕株式会社横浜 DeNA ベイスターズ 

〔活用事業者（中区役所別館）〕横浜市 

スマートイルミネーション横浜

【中区海岸通ほか都心臨海部】 
〔事業者〕スマートイルミネーション横浜実行委員会 

たまプラーザ駅とたまプラーザテラス 

【青葉区美しが丘】 

〔事業者〕東京急行電鉄株式会社 

〔たまプラーザ テラス運営者〕 

株式会社東急モールズデベロップメント 

〔設計者〕株式会社東急設計コンサルタント 

〔設計者〕株式会社大建設計 

〔施工者〕東急建設株式会社 

※敬称略

※「横浜市」が表彰対象の場合は、表彰しないこととする。



 

第９回表彰式の様子（令和元年５月９日 横浜市長公舎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞プレート設置写真 

優れた景観として表彰されたことをより多くの方々に知っていただくため、建物などの外部に設置する受賞

プレートを作成し、受賞者に配布しました。 
 

 

資料１別添 

▲記念撮影（まちなみ景観部門） 

▲平原副市長からの表彰状授与 ▲ティーパーティー 

▲タイニーズ横浜日ノ出町 ▲受賞プレート 



第９回横浜・人・まち・デザイン賞パネル展 

表彰式の際に使用した、受賞作品を紹介するパネルを市庁舎及び区役所に展示しています。 

（令和元年５月～８月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲鶴見区役所 

▲中区役所 

▲市庁舎１階 

▲西区役所 



 
 

第 10回横浜・人・まち・デザイン賞 スケジュール（案） 

 

※都市美対策審議会に選考結果を報告 

［令和３年３月(予定)］ 

◇まちなみ景観部門案件調査等 

[令和２年７月～10月］ 

・事務局で案件調査を行い、応募案件の個票を作成 

・個票を各委員へ送付 

 

※地域まちづくり推進委員会に選考結果を報告

［令和３年３月(予定)］ 

地域まちづくり部門 まちなみ景観部門 

資料２ 

 

○地域まちづくり推進委員会表彰部会 

［令和元年 10月 25日］ 

第 10回の方針・スケジュール等を審議 

 

◇都市美対策審議会表彰広報部会 

[令和元年 11月５日］ 

第 10回の方針・スケジュール等を審議 

 

◎地域まちづくり推進委員会表彰部会・都市美対策審議会表彰広報部会 合同部会 

［令和２年１月］ 

・第 10 回の方針・スケジュール等を確認、募集方法の審議 
 

◎募集［令和２年５月～６月］ 

・応募はがき又はウェブページからの電子申請による応募 
・自薦、他薦は不問、複数の応募も可 
 

◎両部会委員への応募状況を報告［令和２年７月上旬］ 

◇都市美対策審議会表彰広報部会 

現地視察［令和２年 12月上旬］ 

◎表彰対象決定・公表［令和３年２月～３月ごろ］ 

・両部門の選考終了後、市長が表彰対象を決定し、４月頃結果を公表（記者発表・ホームページ等） 

◎表彰式（選考委員出席）［令和３年５月ごろ］ 

◇都市美対策審議会表彰広報部会 

本審査［令和２年 12月中旬］ 

詳細は 
資料３へ 

○活動調査等［令和２年 11月～12月中旬］ 

・地域まちづくりの活動状況の調査を事務局で実施

し、調査票等を作成 

・12月中旬に活動調査票等を各委員へ送付 

 

○一次選考［令和２年９月～10 月］ 

各委員の評価を基に 10団体程度の選考を行う 

 

 

○活動調査等［令和２年７月～８月］ 

活動団体及び関係区局に調査を実施し、９月上旬に

調査票等を各委員へ送付 



第 10 回横浜・人・まち・デザイン賞 まちなみ景観部門の選考方法について（案） 
【募集】 
募集期間 令和２年５月～６月（２カ月間） 
応募要件 ・市内において地域の個性を活かした魅力ある都市景観の形成に寄与している 

まちなみ、建築物、工作物等であること 
・おおむね 10 年以内に新しく造られたもの、又は歴史的建造物等再生されたもので 
あること 
（過去に「横浜まちなみ景観賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞 まちなみ 
景観部門」を受賞したものは対象外とします。） 

応募方法等 ・応募はがき又はウェブサイトからの電子申請による応募 
・記載事項：対象の名称、所在地、応募・推薦理由、付近の案内図 
・自薦、他薦は不問 
・個人での複数応募も可 

選考の視点 ・地域の個性と魅力にあふれた新しい都市景観の創造に寄与しているもの 
・まちの活性化に寄与し、賑わいのある都市景観を形成しているもの 
・歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与し、又はそれらと調和を保っているもの 

・横浜らしさの演出に寄与しているもの 
・都市景観と環境や福祉への配慮などの先進的な取り組みが調和しているもの 
・その他、優れた都市景観の形成に寄与しているもの 

 
【選考】 
１ 部門の振り分け等について 

・錯誤と認められる案件については本人に確認のうえ、事務局で振り分けを行います。 
・両部門の応募・選考状況について、両部会委員に情報提供を行います。 
 
２ 案件調査、審査資料の作成について（事務局作業） 

・応募の内容から、明らかに応募要件に適合しないものは事務局で事前に整理を行います。 
・対象の概要や現地の状況等を調査し、応募案件個票（別添）を作成します。 
 
３ 委員による現地調査、事前評価について 

・個票の内容をもとに、現地調査を行いたいものを委員に各 10 件程度選定していただきます。各委員の

希望をもとに、事務局で現地調査を行う案件を選定します。 
・現地調査後、個票の内容と現地調査の結果をもとに表彰対象にふさわしいと思うものを委員に各７件

程度選定（事前審査）していただきます。 
 
４ 部会での選考について 

・各委員による事前審査の結果をもとに表彰広報部会による審議を行い、表彰対象を選考します。 

資料３ 



資料3　別添

設置主体

所在区 所在地 種類 整理番号

民間　　・　　公共  　　　　　　　　　　　件　(うち自薦　　　　　　　件）

件名

応募件数

位置図 建築基準法適合　　□有　・  □無　・　□対象外 □都市景観と環境や福祉への配慮などの、先進的な取組が調和しているもの

□その他、優れた都市景観の形成に寄与しているもの

問題点

候補地及び周辺における状況その他　（気になる点）

□まちの活性化に寄与し、賑わいのある都市景観を形成しているもの

■竣工   or  □ 再生 　　の日付　　　平成　　　年　　　月　 （建築経過年数　　　年　　　ヶ月）
□歴史的なまちなみ、および自然景観の保全に寄与し、またはそれらと調和を保っているもの

□横浜らしさの演出に寄与しているもの

写真３ 写真４

〈選考基準〉

□地域の個性と魅力にあふれた、新しい都市景観の創造に寄与しているもの

評価できる点

過去の受賞歴　　□有　・  □無 受賞対象物件名

第10回横浜・人・まち・デザイン賞まちなみ景観部門　応募物件個票（案）

写真１ 写真２

推薦理由等



募集・広報の方法について（案） 

 

（１）記事掲載先 

広報内容 時期（予定） 備考 

記者発表 令和２年４月下旬 
 

横浜市ホームページ 令和２年５～６月 
 

広報よこはま「はま情報」 令和２年５月 
 

神奈川新聞「市民の広場」 令和２年５月上旬 
 

テレビ神奈川「ハマナビ」 

※お知らせコーナー 
令和２年５月上旬 

 

雑誌等（建築・土木系） 令和２年５月上旬 
日経コンストラクション、日経ア

ーキテクチュア、タウンニュース 

メールマガジン 令和２年５～６月 

地域まちづくり課「ヨコハマ人・

まち」、市民活動支援センターメ

ルマガ 

【新規】Twitter、Facebook 令和２年５～６月  

 

 

（２）募集リーフレット・ポスター配布先 

広報内容 時期（予定） 備考 

区役所、行政サービスコーナー等 令和２年５月 
 

市内地域まちづくり活動団体 令和２年５月 
地域まちづくり組織、まち普請整

備団体等 

市内建設関係の業界団体 令和２年５月 
神奈川県建築士事務所協会、神奈

川県建築士会等、横浜建設業協会 

市内大学・高校 

【新規】中学校・小学校 
令和２年５～６月 

大学 30校、市立高校 11校、 

市立小・中学校 

中間支援組織 令和２年５～６月 

区民活動支援センター、社会福祉

協議会、まちづくり支援団体、地

域ケアプラザ、緑の協会等 

まちづくりコーディネーター 令和２年５～６月  

 

（３）その他 

広報内容 時期（予定） 備考 

区役所にて広報パネル展示 令和２年５～６月 
 

資料４ 



市役所、区役所、地区センター等で配布している募集リーフレットの
応募はがきか、横浜市都市整備局のホームページから応募してください。

魅力的なまちをめざして取り組む市民によるまちづくり
活動や、まちの個性となる景観を表彰します。

9 ヨコハマの

“いいトコ
”

“いいコト
”

大募集！

ヒトがいる
　　　マチがある
　　　　　　ハマになる

港北区を拠点とした
みんなで子育てをする環境づくり（港北区）

中川駅前商業地区の
安全で魅力的なまちづくり（都筑区）

「夢の舞う岡」と命名された
まちの玄関（戸塚区） みなまき　みんなのひろば（旭区）

第8回　横浜・人・まち・デザイン賞

［地域まちづくり部門］表彰事例
第8回　横浜・人・まち・デザイン賞

［まちなみ景観部門］表彰事例

応募は
コチラ

6月30日土

平成30年

応募締切
地域まちづくり部門

［横浜市都市整備局地域まちづくり課］ 
Tel：045-671-2679　Fax：045-663-8641

［横浜市都市整備局景観調整課］
Tel：045-671-3470　Fax：045-663-8641

まちなみ景観部門
問合せ先

01152097
テキストボックス
資料４　別添

01152097
テキストボックス
※第10回ポスターのデザインについては、次回の合同部会で案をお示しします。



地域まちづくり部門 横浜市都市整備局地域まちづくり課
Tel：045-671-2679　Fax：045-663-8641

第8回　横浜・人・まち・デザイン賞

［地域まちづくり部門］表彰事例

第8回　横浜・人・まち・デザイン賞

［まちなみ景観部門］表彰事例

■ 活動の名称

■ 応募・推薦理由

切り取り

まちなみ景観部門 横浜市都市整備局景観調整課
Tel：045-671-3470　Fax：045-663-8641

❶農作業を通じた住民の見守りと交流  六ツ川野外サロン
プロジェクト（南区）
❷保土ケ谷の人・まち・文化を活かした街道のにぎわいづくり（保土ケ谷区）
❸六浦東地区の人材マップを生かした地域ぐるみの
まちづくり（金沢区）
❹港北区を拠点としたみんなで子育てをする環境づくり（港北区）
❺中川駅前商業地区の安全で魅力的なまちづくり（都筑区）
❻「まち工場による地域子育て支援」　～東山田準工業
地域の取り組み～（都筑区）

地域まちづくり部門

まちなみ景観部門

問合せ先

❶restaurant pétale de Sakura［レストラン ペタル ドゥ サクラ］（泉区）／❷みなまき　みんなのひろば（旭区）／❸minaGARDEN
　十日市場（緑区）／❹「夢の舞う岡」と命名されたまちの玄関（戸塚区）／❺神奈川大学横浜キャンパス29号館［国際センター］
（神奈川区）／❻新横浜公園から見た大熊川トラス橋（港北区）／❼旧開通合名会社の煉瓦壁（中区）／❽横浜海岸教会（中区）

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

❼ ❽

名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

住所：〒

■ 活動団体の名称・住所・電話番号

❶いつから

❸何をして

❷どこで

❹どのような効果がある

■ 活動概要（他薦の場合は分かる範囲でご記入ください）

■ 景観の名称

■ 応募・推薦理由

　　　　　　　   　区　　　　　　　　　　　　町

■ 対象の所在地

■ 付近の案内図（応募・推薦したい場所が分かるようにご記入ください）

※写真を添付する場合は電子申請での
　応募をお願いします。

写真提供：小川重雄

9
ヨコハマの

“いいトコ
”

“いいコト
”

大募集！

H30. 5/1火   ～ 6/30 土募集期間

魅
力
的
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む

市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
、

ま
ち
の
個
性
と
な
る
景
観
を

表
彰
し
ま
す
。

ヒ
ト
が
い
る

　
マ
チ
が
あ
る

　
　
ハ
マ
に
な
る

01152097
テキストボックス
資料４　別添

01152097
テキストボックス
※第10回募集リーフレットのデザインに
ついては、次回の合同部会で案をお示しします。



横浜市中区港町１－１
横浜市都市整備局景観調整課
横浜・人・まち・デザイン賞事務局　行

■ 応募者氏名 どちらかに○を
つけてください

自薦　　他薦

地域まちづくり部門
横浜市地域まちづくり推進条例に基づいて、
横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会が選考します。

選考は平成31年１月頃、表彰式は５月頃開催予定です。

横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例に基づいて、
横浜市都市美対策審議会表彰広報部会が選考します。

まちなみ景観部門

今回の募集をどこで知りましたか

この賞があることを知っていましたか

■ 応募者住所

■ 応募者電話番号

〒

1. 市役所　  2. 区役所　  3. その他公共施設　  4. 新聞・雑誌　  5. ホームページ

6. 友人・知り合いから　7. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）

1. 以前から知っていた　　　　  2. 今回初めて知った

料金受取人払郵便

横浜港局
承認

差出有効期限
平成30年6月30日まで

4028

017

■右の応募はがきに必要事項を御記入のうえ、切手をはら
ずにポストへ投函してください。

■QRコードや市のホームページからも応募できます。

■自薦（地域まちづくり活動を行っている本人、建物所有者
や設計者など）、他薦は問いません。

■応募はがき1枚につき1件の記入とし、何件でも応募できます。

■お寄せ頂いた情報や写真は、紙面やホームページ等で使用することがありますので、予
めご了承ください。

■写真の著作権については市に帰属し、永続的に自由に使用できるものとします。

◆  地域の個性と魅力にあふれた、新しい景観の創造に寄与しているもの
◆  まちの活性化に寄与し、賑わいのある景観を形成しているもの
◆  歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与しているもの
◆  横浜らしさの演出に寄与しているもの
◆  景観と環境や福祉への配慮などの、先進的な取組が調和しているもの

◆  横浜市内に存する「まちなみ」や「建造物」であること。
◆  おおむね10年以内に、新しく造られたもの、歴史的建造物等が再生されたものであること。
過去に「横浜まちなみ景観賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞　まちなみ景観部門」で表彰された景観
は対象外とします。

人・まち・デザイン 検 索

地域まちづくり部門の
　　　募集にあたって

横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会長
奥村　玄 （株式会社GENプランニング代表取締役）

横浜のまちづくりが生き生きとしているのは、「まちをつくるのは私たちだ」と考える市民がたくさんいるからだと
思います。臨海部も郊外部も市内のあちこちで、何代も続く家も新たに移住してきた人々も力を合わせ、地域の
特徴に応じて実に多様な独創性にあふれたまちづくり活動が積み重ねられています。みなさんの活動を紹介す
ることでさらに魅力的なまちづくりが広がり、次の世代に伝えていくためにたくさんのご応募をお待ちしてます。

まちなみ景観部門の
　　　募集にあたって

横浜市都市美対策審議会表彰広報部会長
関　和明 （関東学院大学建築・環境学部建築・環境学科教授［建築史］）

建物や公園、道や橋、広場や庭園、そして新しい使い方をされた古い建物など、みなさんの周りには魅力のあ
る景観がたくさんあることでしょう。「大切にしたい」と感じるものや、いろいろな工夫がされて丁寧に創られた
デザインを見つけてください。まちづくりに関連した景観の創造も歓迎します。自薦も他薦もOKです。みなさ
んからの応募そのものが、横浜のまちのたたずまいを、さらに良くしてゆく力になることでしょう。

地域まちづくり部門 まちなみ景観部門
郵便はがき

2 3 1 8 7 9 0

応募・推薦方法

選考の視点

●  公共性（地域社会への貢献）
●  積極性
●  地域住民等の幅広い参加や他団体との連携

●  今後の活動の継続性・発展性
●  創意工夫

選考の視点

● 株式会社GENプランニング　
代表取締役
奥村　玄

● 株式会社イータウン代表取締役
齋藤　保

● まちひとこと総合計画室代表 
田邊　寛子

● 東京都市大学環境学部教授
室田　昌子

● 市民委員
植松　満美子

選考委員

選考について

応募要件

●  横浜市内における地域まちづくりであること。
●  おおむね3年以上の取組実績があること。
過去に「横浜まちづくり功労者賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞　まちづくり活動部門又は地域まち
づくり部門」で表彰された活動は対象外とします。

応募要件

受賞活動の例 受賞景観の例

切り取り

横浜市中区港町１－１
横浜市都市整備局景観調整課
横浜・人・まち・デザイン賞事務局　行

■ 応募者氏名 どちらかに○を
つけてください

自薦　　他薦

今回の募集をどこで知りましたか

この賞があることを知っていましたか

■ 応募者住所

■ 応募者電話番号

〒

1. 市役所　  2. 区役所　  3. その他公共施設　  4. 新聞・雑誌　  5. ホームページ

6. 友人・知り合いから　7. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）

1. 以前から知っていた　　　　  2. 今回初めて知った

料金受取人払郵便

横浜港局
承認

差出有効期限
平成30年6月30日まで

4029

017

郵便はがき

2 3 1 8 7 9 0

地域まちづくり部門

まちなみ景観部門

（横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会）

◆ 関東学院大学建築・環境学部
　 建築・環境学科教授（建築史）
関　和明

◆ 横浜商工会議所
大西　晴之

◆ 市民委員
塩田　久美子

◆ エッセイスト
鈴木　智恵子

◆ 関東学院大学建築・環境学部
　 建築・環境学科准教授
　（環境デザイン専攻）
中津　秀之

選考委員（横浜市都市美対策審議会表彰広報部会）

【概要】
「相鉄沿線名店プロジェクト」の誘致第１号店として相鉄いずみ野線弥
生台駅前に2014年に新築されたフレンチレストラン。外壁には厨房を
覗くことのできる小窓が設けられ、内部の様子が外へ漏れ出しています。

【受賞者のコメント】
当初は横浜で営業をするにあたって新参者とみられているのでは？と
心配していましたが、地元生産者との交流・食材を使うなど、地域に根差したお店づくりをしたことが賞として認め
られ、自信につながりました。受賞してからは、地元の人たちが応援してくれるような雰囲気があり、より自慢して
いただける様なお店になったと思います。（難波シェフ）

市民が自ら主体となって、創意工夫し、地域ま
ちづくりを推進している活動を募集します。
活動の主体となる団体と、その取組を支援した
個人または団体を表彰します。

【概 要】
片倉うさぎ山公園の建設に伴い、地域ぐるみで施設の計画や利用の決
まりなどについて地域で話し合い、子どもの遊び場や多目的広場など地
域住民の意見反映に尽力しました。公園の開園後は「自分の責任で自由
に遊ぶ」をモットーに片倉うさぎ山プレイパークを運営しています。

【受賞者のコメント】
当時プレイパークの認知度はまだ低く、地域のママが公園に集まって何をしているのかと思われている時期でした。
受賞後、連合町内会の方々を招いて開いたお祝いの会で、地域の方たちと受賞を喜び合うことができ、以降「単な
るママさんたちの活動ではなく、地域の活動」という認識に変わり、一丸となってプレイパークを盛り上げようとい
う機運が高まりました。（瀬嵐さん）

●  自然を生かした公園でのプレイパーク運営（第3回） ◆  restaurant pétale de Sakura（レストラン ペタル ドゥ サクラ）（第8回）

※応募者の氏名を活動団体へ伝える場合があります。

スマートフォン スマートフォン
(パソコン画面)

※写真を添付する場合はパソコン
画面から応募をお願いします。

地域の個性と魅力をつくりだしている「まちなみ」や「建造物」を募集します。
景観づくりに貢献した事業者、設計者、施工者などを表彰します。



第９回 横浜・人・まち・デザイン賞まちなみ景観部門 アンケート結果 

Ｑ.今回の募集をどこで知りましたか？（n=110 はがき申請：23、電子申請：87） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ.この賞があることを知っていましたか？ （n=110 はがき申請：23、電子申請：87） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料５ 

 



資料６
横浜・人・まち・デザイン賞　まちなみ景観部門

■応募件数の推移

第１回
（平成12年）

第２回
（平成14年）

第３回
（平成16年）

第４回
（平成21年）

第５回
（平成23年）

第６回
（平成25年）

第７回
（平成27年）

第８回
（平成29年）

第９回
（平成31年）

■表彰対象区・受賞件数一覧

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 計

鶴見区 1 1 2

神奈川区 1 3 1 5

西区 1 1 3 1 6

中区 3 2 4 4 4 3 3 2 3 28

南区 1 1

港南区 0

保土ケ谷区 0

旭区 1 1 2

磯子区 0

金沢区 2 1 3

港北区 1 1 2

緑区 1 1

青葉区 1 1

都筑区 1 1 2

戸塚区 1 1

栄区 1 1 2

泉区 1 1 1 3

瀬谷区 0

計 6 5 7 6 6 7 7 8 7 59

【参考】郊外部の応募件数　推移（中区、西区以外）
　　第７回　７５件　/１１０件
　　第８回　６６件　/１１５件
　　第９回　５２件　/８９件

応募総数（通）

92
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横浜市建築局行政界データ（地図情報レベル2500）により作成



賞の課題に対する取り組みについて 

 
（１） 第９回デザイン賞を行うにあたり工夫した取り組みについて 

課題 取り組み 

受賞したことによるインセンティブ

がないため、積極的な応募につなが

らない（自薦が少ない） 
※第９回：自薦 15 件、他薦 106 件 

・募集リーフレットに、第８回受賞者によるコメントを掲載 

応募の手続きの簡略化 ・募集リーフレットに、電子申請用二次元コードを掲載 
賞の認知度の向上 ・平成 30 年４月に、賞の認知度や PR のための取組みについて、 

ヨコハマ e アンケートを実施 
 

（２）第 10回デザイン賞に向けた、今後の取り組みについて（案） 

課題 取り組み 想定される効果 

幅広い層への広報 ・ソーシャルメディアの活

用 
 

・景観にあまり興味を持っていない層やより幅

広い世代への訴求 
・身近な景観へ目を向けることによる、各区の

地域資源の再発見・魅力の向上 
子どもたちへの普及 ・市立小・中学校へ募集リ

ーフレットを配布 
・小学校でのまち探検の際

に、区内の受賞物件を案内 

・子どもの目線による地域の魅力の発見 
・景観まちづくりへの興味、地域への愛着の醸

成 

受賞件数に対する郊外部の

案件の割合 
・「横浜市景観ビジョン」の

改定をふまえ、まちなみや

建築物等への、地域からの

愛着という視点を選考方法

に追加 
・元々あった場所で新たな

活動を始めたなど、まちな

みや建築物等の使われ方に

ついても考慮（例：第４回

受賞「日本大通りとオープ

ンカフェ（中区日本大通）」） 

・郊外部の応募件数及び受賞件数の増加 
・郊外部のまちなみや建築物等の魅力の、より

積極的な発信・普及 

参考：「横浜市景観ビジョン」 

「横浜市景観ビジョン」は、平成 18 年に策定された、横浜市の景観づくりにおいて目指すべき方向性を長期的な視野に立

って示す、景観づくりの指針です。策定後 10 年がたち、社会状況の変化等に対応し、より質の高い魅力的な景観づくりを

行うために、以前までの位置付けは維持しつつ、以下の点等を重視して、平成 31年に改定を行いました。 

○郊外部では、地域の資源をいかしたまちづくりにおいて、地域から愛着を持たれるような魅力ある景観づくりを進めます。 

○都心部では、市民だけでなく多くの来街者にも楽しんでもらえるきめ細かい景観づくりを進めます。 

資料７ 
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